
大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

子育て支援課

検討会の実施

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

→ 【活動の状況】

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 75

乳幼児健診における問診項目の見直し

事
業
費

（最終目標と最終年度）

問診項目の見直しの推進（検討会の設置）

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

0 回
乳幼児健診の項目を見直すことで、発達障害を早期に発見し、支援
に繋げます。そのために医療関係者、大学関係者など専門家と検討
会を実施します。

　発達障害の早期発見の精度を上げるため、小児保健研究会や関係機関と協議、検討を行い、健診時のマニュアルを見直します。

発達障害を適切に発見するための乳幼児健診の問診項目等について、母子保健調査事業の中で
行っている研究結果等を踏まえながら関係機関と検討することが重要と考えています。

　乳幼児健診等における発達障害の早期発見の精度を上げ、標準化するため、受診票
の問診項目の見直しを行ないます。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

母子保健調査研究事業（小児保健研究会）において、発達障害を早期に発見するための乳幼児健
診項目について検討します。また、その結果を踏まえ、関係機関と協議します。

目標

1

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

0 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

66

千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

母子保健

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

担当課

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

効果的に実施できるよう関係機関と連携する必要があります。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

（最終目標と最終年度）

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

順調

回



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

事
業
名

乳幼児発達相談指導事業（わいわい子育て相談）の拡充
掲載ページ

66

コ
ス
ト

事
業
費

平成23年度執行額 平成24年度予算額

26,261 千円 28,117 千円

政策分野 安心して生み育てることができる環境づくり 担当局 子ども家庭局

施策名 母子保健 担当課 子育て支援課

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

　心身の発達が気になる乳幼児について、医師・臨床心理士・保育士等がチームで相
談に応じ、保護者の育児不安に対応することで、発達障害等を早期に発見し、乳幼児
の健全な発達を支援します。

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活
動
計
画

親子を対象にした遊びや相談に応じる教室を実施し、子どもの発達を促すとともに、親の育児不安
の軽減に繋げます。

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標

わいわい子育て相談の参加者数

349 件 増加

実績
（達成率）

→ 【活動の状況】

わいわい子育て相談の実施回数

104 回 168 回
105 回

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

発達が気になる子どもを早期に発見し、親子を支援するために相談
体制の充実が必要です。

（最終目標と最終年度） 62.5 ％

366 件
順調

発達相談の中で気になる子どもを早期に発見し、支援するために相
談体制の充実が必要です。

（最終目標と最終年度）

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

　発達障害を早期に発見し支援することは、子どもの健やかな発育を促し、保護者の不安の軽減や様々な問題を予防することができます。発達が
気になる乳幼児が増加傾向にあり、早期発見及び早期支援体制の強化が求められていることから、回数の拡充や関係機関との連携を強化する
等、事業の充実が必要です。発達が気になる乳幼児を早期に支援するために、相談事業の拡充や連携体制について、関係機関と協議し、効果的
な事業の推進を図ります。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

発達障害を早期に発見し支援することは、子どもの健やかな発育を促し、保護者の不安の軽減や
様々な問題を予防することができます。早期発見及び早期支援体制の強化が求められていることか
ら、回数の拡充や関係機関との連携を強化する等、事業の充実が必要です。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

医療関係者等の専門職が実施していることから、これ以上のコスト削減は困難です。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 保育課

2
施
設

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

親子通園クラスの設置

事
業
費

（最終目標と最終年度） 平成26年度までに７か所

親子通園クラスの設置施設数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

1
施
設

親子通園クラスを設置し、発達に不安のある児童や育児に不安のあ
る保護者を親子で受け入れ、遊びや相談等を通じて、保育所や幼稚
園、療育機関等への移行支援を行います。

実績
（達成率）

【活動の状況】

2

100.0

施
設

％

実施している２か所について検証していきながら、関係機関との連携、事業のPRを行い、発達の気になる子どもや育児に不安のある保護者に対して、
継続した支援を行います。

　新たに小倉北区の東篠崎保育所において親子通園クラスを設置し、遊びの提供や保護者との懇談を行
い、発達の気になる子どもや育児に不安のある保護者に対し、継続した支援を行いました。黒崎保育所は
のべ73組、東篠崎保育所はのべ31組の親子が利用しました。
　通園利用世帯に対して実施したアンケートで、利用者の満足度は100％でした。また、次年度の移行先
が決定した世帯も67％を超え、移行支援としての成果も出ています。
全国的にも例のない事業です。

直営保育所へ新たに「親子通園クラス」を設置し、発達の気になる子どもを保護者ととも
に受け入れ、保育所での遊びや体験、相談を通じて継続した支援を行います。また、直
営保育所と保健、医療、福祉の関係機関が連携しながら、児童の保育所、幼稚園などへ
の移行を支援します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

今年度は新たに、小倉北区の東篠崎保育所で親子通園クラスを設置し、事業を開始します。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

2,395 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

66

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 1,276 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

母子保健

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

直営保育所の経営資源を活用することでコストを抑えるとともに、利用料として１世帯あたり月に4,000円を
徴収しています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。
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